

























絵」系の展開 も,周文様式か らの 「漢画」系
の展開 も,きわめて緩やかなものであった。
しか し,16世紀にはいると,転がりだした



































































そ して,こ の時期,新 興勢力である戦国大
名や町衆,あ るいはそれ らに支えられた禅宗
寺院などは,新 しい画家集団である狩野派の



































金地 ・金雲を多用 した屏風は,画 中に同時代
の人びとの賑わいを取 り込むことによって,
華やかで開放的なものとなったのである。









性,装 飾性,同 時代性といった性格,あ るい
は宗教的,文 学的なコンテクス トからの解放
といった性格こそ,近 世絵画の特質として指
摘できるものなのである。そして,こ のよう
な風俗画の特質を形成 したのが,16世紀にお
ける 「絵画の変」であったといってよいだろ
う。
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